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平
城
宮
発
掘
調
査
１
０
年
の
進
展

一
、
平
城
宮
の
発
掘
調
査
の
現
況
と
課
題

　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
平
城
宮
跡
に
お
い
て
、
昭
和
3
8
年
に
第
１
次
調
査

を
実
施
し
、
昭
和
3
4
年
以
来
継
続
的
な
本
格
調
査
に
と
り
く
む
よ
う
に
な
っ
て
か

ら
、
1
0
年
内
外
の
年
月
が
経
過
し
た
。
そ
の
成
川
ぺ
に
つ
い
て
は
、
報
告
ゼ
‥
や
既

報
の
煩
で
そ
の
都
度
発
表
し
、
一
般
に
も
よ
う
や
く
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き

た
。
し
か
し
、
調
査
の
時
期
や
規
座
、
予
算
の
状
況
や
調
査
而
積
、
出
土
品
の
状

況
な
ど
、
調
査
と
そ
の
成
果
全
体
を
通
観
し
た
も
の
が
な
く
、
事
業
と
し
て
の
発

掘
調
査
の
正
確
な
理
解
を
妨
げ
て
い
る
。
今
回
は
、
そ
の
よ
う
な
見
地
か
ら
、
平

城
宮
跡
発
掘
調
査
の
現
況
を
概
観
し
て
み
た
い
。

　
平
城
宮
跡
の
研
究
調
査
は
江
戸
末
、
明
治
時
代
以
来
の
多
く
の
先
輩
に
よ
っ
て

進
め
ら
れ
た
。
そ
れ
と
同
時
に
保
存
に
つ
い
て
も
種
々
の
経
緯
を
た
ど
り
な
が
ら

次
第
に
条
件
が
と
と
の
え
ら
れ
て
き
た
。
ま
ず
第
二
次
朝
堂
院
と
現
在
よ
ん
で
い

る
一
郭
を
中
心
と
し
た
４
７
　
.
　
３
０
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
大
正
１
１
一
年
1
0
月
1
2
日
に
岡
が
史
跡

に
指
定
し
た
。
そ
の
後
、
昭
和
３
・
４
年
の
調
査
成
田
ぺ
に
も
と
づ
い
て
佐
紀
東
町

中
町
の
集
落
地
域
を
含
め
た
に
・
呂
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
追
加
指
定
が
昭
和
‥
Ｈ
年
７
月

1
4
日
に
な
さ
れ
た
。
昭
和
2
7
年
３
月
2
9
川
に
こ
の
地
域
が
特
別
史
跡
に
指
定
さ
れ

平
城
宮
跡
発
掘
調
査
部

さ
ら
に
昭
和
4
0
年
６
月
1
4
日
西
半
部
色
ふ
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
追
加
指
定
か
お
こ
な

わ
れ
た
。
こ
の
特
別
史
跡
地
域
に
つ
い
て
は
、
国
費
に
よ
っ
て
土
地
を
買
上
げ
、

国
有
化
す
る
方
針
が
と
ら
れ
て
昭
和
3
8
年
以
来
実
施
さ
れ
、
昭
和
4
2
年
度
末
で
総

費
１
３
.
９
７
６
Ｓ
＾
円
、
而
持
コ
に
回
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
買
上
げ
て
い
る
。

　
昭
和
2
8
年
末
か
ら
口
米
行
政
協
定
に
よ
る
道
路
拡
幅
工
市
に
伴
う
文
化
財
医
護

委
員
会
の
国
営
発
掘
の
結
果
、
加
像
を
絶
し
た
辿
構
が
あ
る
こ
と
が
予
想
さ
れ
る

に
い
た
っ
た
の
で
、
大
規
模
な
発
掘
を
継
統
的
に
お
こ
な
う
必
要
が
認
め
ら
れ
、

現
地
に
あ
る
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
が
担
当
す
る
こ
と
に
定
め
ら
れ
た
。
そ
の

第
１
回
の
発
掘
を
昭
和
3
0
年
８
月
に
大
旨
殿
回
廊
の
東
南
隅
で
お
こ
な
っ
た
。
こ

の
発
掘
調
査
を
第
１
次
調
査
と
呼
ん
で
い
る
。
そ
の
後
３
年
間
飛
鳥
地
方
の
発
掘

で
平
城
宮
跡
の
調
査
を
中
断
し
た
後
、
昭
和
3
4
年
７
月
に
第
２
次
発
掘
を
再
開
、

以
後
通
年
発
掘
を
継
続
し
、
昭
和
池
年
度
末
に
第
4
6
次
発
掘
を
終
了
し
て
い
る
。

こ
の
発
掘
次
数
は
発
掘
場
所
と
時
期
を
異
に
し
た
場
合
に
呼
弥
を
か
え
る
こ
と
に

し
て
い
る
の
で
、
同
一
年
度
で
も
数
次
に
お
よ
ぶ
発
掘
が
お
こ
な
わ
れ
て
、
前
後

1
2
年
間
で
4
6
次
に
お
よ
ん
だ
も
の
で
あ
る
。

　
こ
の
発
掘
調
介
は
３
期
に
分
け
て
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
第
一
期
は
初
源
期

と
も
よ
ぶ
べ
き
時
期
で
、
第
１
次
は
も
と
よ
り
第
２
次
以
後
の
継
続
調
査
の
う
ち

第
1
3
次
ま
で
の
岡
安
を
こ
の
時
期
と
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ
の
時
期
は
平
城
宮

２



平
城
宮
発
掘
調
査
1
0
年
の
進
展

第１図　平城宮発掘調査次数と地域概観図

跡
内
の
回
処
を
掘
っ
て
も
各
種
の
宮
殿
遺
構
が
出
る
の
だ
と
い
う

こ
と
を
実
証
す
る
こ
と
に
主
眼
を
お
い
た
。
そ
の
う
ち
、
第
１
次

調
喪
は
朝
堂
院
の
軸
線
を
確
認
す
る
た
め
の
調
査
で
、
そ
の
前
年

に
お
こ
な
わ
れ
た
航
空
測
址
に
よ
る
千
分
之
一
の
大
梯
尺
実
測
図

の
作
製
と
と
も
に
そ
の
後
の
平
城
宮
跡
発
掘
の
基
礎
資
料
を
も
た

ら
し
た
。
第
２
・
４
・
５
・
７
・
８
次
の
調
査
は
通
称
二
条
通
り

北
側
、
佐
紀
中
町
の
南
端
部
が
宮
内
宵
の
大
膳
職
で
あ
る
こ
と
、

第
1
0
T
―
I1
-
1
3
次
の
発
掘
で
佐
紀
東
町
の
地
域
が
内
裏
外
郭
北
辺

で
あ
る
こ
と
、
第
３
・
６
・
９
・
１
９
１
次
調
炎
で
内
裏
内
郭
築
地
川

廊
に
か
こ
ま
れ
た
内
裏
正
殿
の
確
認
を
お
こ
な
っ
て
、
そ
の
目
的

を
達
し
た
の
で
あ
っ
た
。

　
こ
の
間
に
平
城
宮
跡
の
西
南
隅
に
電
鉄
会
社
の
車
庫
建
設
問
題

が
お
こ
り
、
各
方
而
の
全
岡
的
支
援
に
よ
る
保
存
運
動
の
成
功
は

宮
跡
全
域
の
買
上
げ
、
発
掘
訓
告
の
促
進
を
も
た
ら
し
、
新
た
に

研
究
所
に
平
城
宮
跡
発
掘
訓
告
部
を
設
置
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

こ
こ
で
当
時
考
古
３
名
、
建
築
史
３
名
、
文
書
２
名
で
実
施
し
て

い
た
発
掘
を
総
員
4
0
名
の
今
日
の
組
織
ま
で
拡
充
す
る
こ
と
に
な

っ
た
。
発
掘
調
査
の
主
目
標
も
第
Ｈ
Ｈ
川
の
宮
域
四
至
の
確
認
に
お

か
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
宮
域
西
南
隅
の
確
認
（
1
4
次
）
、
朱
雀

門
（
1
6
・
1
7
次
）
玉
手
門
（
1
5
・
1
8
次
）
佐
伯
門
（
2
5
次
）
北
辺
築
地

（
９
一
・
3
1
次
）
の
発
掘
な
ど
一
連
の
調
査
が
こ
れ
に
あ
た
る
。
か
た

が
た
国
道
二
四
け
バ
イ
パ
ス
計
画
が
設
計
段
階
に
入
り
、
こ
の
予

定
地
の
調
査
は
宮
域
東
辺
の
調
査
を
兼
ね
る
こ
と
に
な
っ
た
。
3
2
　
３



　
　
　
　
　
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報

次
調
査
で
宮
域
東
南
隅
と
二
条
大
路
東
二
坊
大
路
の
交
叉
点
の
状
況
を
確
認
す
る

こ
と
が
で
き
た
が
、
東
面
北
門
の
山
門
（
2
1
・
2
2
次
北
）
中
門
の
建
部
門
（
2
2
次
南
）

で
は
推
定
位
置
に
門
が
見
出
さ
れ
ず
、
南
門
の
的
門
が
東
」
坊
大
路
に
南
面
し
て

建
て
ら
れ
て
い
る
こ
と
が
判
明
し
（
2
9
・
3
9
次
）
、
宮
城
東
辺
は
北
の
四
分
の
三
の

地
域
が
東
に
２
５
０
m
張
り
出
し
て
い
る
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
に
い
た
っ
た
。
四
至

の
調
査
は
東
部
張
り
出
し
部
の
北
半
の
状
況
が
未
確
認
で
あ
り
、
さ
ら
に
北
辺
の

門
が
全
く
確
認
さ
れ
て
お
ら
な
い
点
が
今
後
に
残
さ
れ
た
課
題
と
い
え
る
。

　
第
ｍ
期
は
昭
和
3
8
年
度
か
ら
4
3
年
度
に
わ
た
る
宮
跡
指
定
地
7
1
ヘ
ク
タ
ー
ル
の

買
上
げ
の
進
行
に
伴
っ
て
、
買
上
地
お
よ
び
概
国
有
地
の
整
面
に
対
処
す
る
発
掘

調
査
の
時
期
と
い
え
よ
う
。
宮
域
内
の
遺
構
の
保
存
状
況
は
地
点
に
よ
っ
て
疎
密

の
差
が
あ
り
、
加
え
て
洪
積
台
地
か
ら
冲
積
地
に
わ
た
っ
て
い
る
た
め
、
こ
れ
ら

の
地
層
や
遺
構
の
状
況
な
ど
を
確
認
す
る
こ
と
は
今
後
に
予
定
さ
れ
る
保
存
猿
同

計
画
の
立
案
に
も
最
小
限
必
要
な
要
素
と
な
っ
て
く
る
。
こ
の
た
め
、
宮
域
を
東

西
に
横
断
す
る
ト
レ
ン
チ
状
の
調
査
を
実
施
す
る
計
画
を
た
て
た
。
東
半
部
に
つ
　
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ｊ

い
て
は
３
・
６
・
９
・
1
2
・
1
9
・
2
1
・
2
2
流
次
と
東
西
に
調
査
し
或
程
度
の
資
料

も
あ
る
の
で
、
四
半
部
の
調
査
を
進
め
る
こ
と
に
な
り
、
第
二
次
朝
堂
院
と
内
裏

の
中
間
の
2
7
次
、
そ
の
西
側
の
2
8
次
、
西
端
の
4
7
次
両
虎
な
ど
を
実
施
し
た
。
さ

ら
に
新
設
す
る
収
蔵
庫
、
展
示
棟
の
予
定
地
の
事
前
調
査
な
ど
も
こ
の
な
か
に
含

め
て
よ
い
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
第
ｍ
期
の
調
査
は
ま
だ
そ
の
績
に
つ
い
た
段
階

と
い
う
べ
き
で
、
東
西
ト
レ
ン
チ
が
ほ
ｙ
完
成
し
た
程
度
で
、
南
北
方
向
の
も
の

は
こ
れ
か
ら
で
あ
り
、
さ
ら
に
中
央
地
区
の
遺
構
状
況
の
確
認
、
四
部
竹
術
地
区

の
性
格
究
明
な
ど
多
く
の
問
題
が
残
さ
れ
て
い
る
し
、
宮
域
全
体
の
本
格
的
整
陥

に
よ
る
史
跡
の
活
用
と
い
う
観
点
か
ら
す
れ
ば
、
今
後
の
発
掘
調
査
の
主
目
的
は

こ
こ
に
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
第
１
～
4
6
次
の
発
掘
調
査
（
第
１
図
上
第
１
表
）
　
は
研
究
所
の
予
算
に
よ
っ
て

実
施
し
た
も
の
で
、
昭
和
2
8
年
度
の
国
営
調
査
は
こ
れ
に
令
ん
で
い
な
い
。
ま
た

調査

回次 調　査　地　区
調　査
面　積｜

１ 第２次朝堂院大極殿
回廊東南隅 5.0a

２ 宮内省大膳職 29.7

３ 第２次内裏内郭 8.7

４ 宮内省大膳職 27.0

５ 宮内省大膳職 13.4

６ 回訟回‰ ８．０

了 宮内省大膳職 34.9

８ 宮内省大膳職 28.8

９ 第２次内裏正殴 16.0

10 第２次内裏北外郭 ■10.0

11 第２次内裏北外郭 56.0

12 第２次内裏中心部 25.6

13
一一
14

第２次内裏北外郭 50.0

宮城西南隅 57.n

15 玉　手　門 ■16.0

16 朱　雀　門 35.0

17 朱雀門内方 57.0

18 四面築地 26.0

19 第２次内裏東外郭 ９．０

20 第２次内裏北外郭 36.0

21 第２次内裏外郭
東部官衛

63.0

22北

←　－

22南

宮内省造酒司 33.0

東部官而 ･13.0

23 北面築地 7.0

25 佐　伯　門 39.2

26 第２次内裏東外郭 14.0

27
-
28

　第１次内裏東外郭
－　－-一一一一　第１次内裏西外郭

66.9

34.0

29 東面大垣入隅 41.8

30 第２次朝堂院吏部 33.5

31 第２次朝堂院東部 30.9

32 宮城東南隅・大路 73.8

33 第２次内裏東外郭 29.3

34 北大垣 21.3

35 第２次内裏外郭東南隅 35.6

36 第２次内裏内部北半 56.3

3了 西方官而 43.7

38
-
39

東方官府坊積基壇建物 33.7

宮城東南入隅・宮門 38.6

40 東方官而防債基壇建物 32.0

41 第１次内裏東南隅 42.0

42 第２次内裏外郭東北隅 0.6

43 東院西側 35.1

44 東院東南隅 '10.9

45 宮城西北隅 8.4

46 左京三条一坊 20.0

第１表　発掘調査地域及び而破



年次 調　査　費 ;凋禿山旧

30

34

35

36

37

33

39

40

41

42

浅野清科学研究費
による

　　　　　15.0万

　　　　62.1. 'I

　　　　829.0

　　　1057.7

　　　2855.9

　　　5190.7

　　　5714.3

　　　6↓18.6

　　　6298.1

　5.0 :i

　0.15

･11.38

71.38

87.68

22-1.69

218.12

267.39

267.86

462.47

計 29168.7 1526.15

第２表平城宮発掘調査費及び調査而積

昭
和
3
2
・
3
3
年
に
研
究
所
員

が
参
加
し
た
一
条
通
り
添
い

の
３
ヵ
所
の
小
発
掘
も
、
奈

良
県
が
国
の
哺
助
金
で
実
施

し
た
も
の
で
あ
る
か
ら
こ
れ

に
加
え
て
卜
な
い
。
た
だ
し

第
4
3
次
の
発
掘
は
二
四
号
。
（

イ
パ
ス
予
定
路
線
の
調
査
と

し
て
建
設
省
が
奈
良
県
教
育

委
員
会
に
依
託
し
て
行
な
つ

た
が
、
実
質
的
に
平
城
宮
跡
発
掘
調
支
部
が
発
掘
を
担
当
し
た
の
で
こ
れ
を
発
掘

次
数
に
加
え
て
い
る
。

　
平
城
宮
跡
の
調
査
費
と
調
査
而
積
は
第
２
表
の
ご
と
く
で
あ
り
、
昭
和
4
2
年
度

末
で
（
日
計
２
９
.
１
６
８
万
円
、
消
査
而
持
出
し
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
あ
る
。
こ
れ
は
特
別
史

跡
指
定
地
面
積
｝
呂
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
1
5
％
に
あ
た
る
が
、
現
在
ま
で
の
調
虎
で
既
指

定
地
以
外
に
南
の
切
地
や
陛
、
東
院
拡
張
部
の
追
加
指
定
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
こ
と
が
判
明
し
て
い
る
の
で
、
こ
の
而
積
を
加
え
る
と
い
ま
だ
宮
域
全
体
の

１
３
.
５
％
し
か
調
査
が
完
了
し
て
い
な
い
こ
と
に
な
る
。
こ
の
発
掘
経
費
は
３
.
３
ｎ
ｆ

当
り
、
６
｡
１
６
３
円
に
あ
た
る
。
し
か
し
昭
和
3
5
年
度
が
４
.
９
７
６
円
で
あ
っ
た
の
が
、

4
2
年
度
に
は
７
.
７
１
６
円
と
な
っ
て
い
て
、
年
々
単
価
が
高
く
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
主
と
し
て
作
業
員
の
賃
金
の
上
昇
に
よ
る
も
の
で
、
昭
和
3
4
年
度
１
口
１
人
ふ
呂

円
で
あ
っ
た
も
の
が
4
2
年
度
に
は
平
均
１
｡
５
０
０
円
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
賃
金
上

昇
率
に
比
べ
調
査
而
積
が
減
少
し
て
い
な
い
の
は
、
調
充
員
の
指
府
能
力
の
増

　
　
　
　
　
平
城
宮
発
掘
調
査
1
0
年
の
進
展

加
、
作
業
員
の
熟
練
、
5
5
台
に
お
よ
ぶ
定
価
ベ
ル
ト
コ
ン
ペ
ヤ
ー
の
導
入
に
よ
る

排
土
運
搬
お
よ
び
一
部
埋
戻
し
即
‥
業
へ
の
ブ
ル
ド
ー
ザ
ー
の
使
用
な
ど
機
械
化
の

結
果
で
あ
る
と
い
え
る
。

　
調
査
に
よ
っ
て
検
出
し
た
辿
樹
は
、
現
在
登
録
し
て
い
る
も
の
で
、
総
計
６
.
５
０
０

個
所
。
そ
の
う
ち
わ
け
を
み
る
と
、
建
物
に
召
棟
、
井
戸
4
3
佃
所
、
清
ヘ
召
条
、
築

地
柵
口
い
条
な
ど
が
お
も
な
も
の
で
あ
る
。
莫
大
な
出
土
造
物
は
、
現
在
｝
印
恥
の

倉
庫
に
充
満
し
て
い
る
が
、
簡
単
に
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

　
最
も
址
の
多
い
の
は
瓦
類
で
、
軒
丸
瓦
｝
Ｓ
種
７
.
８
８
５
点
、
軒
平
瓦
１
２
５
種
７
.
９
９
６

点
、
こ
の
ほ
か
の
道
具
瓦
で
は
鬼
瓦
約
5
0
点
、
脱
斗
瓦
5
0
点
、
而
戸
瓦
｝
呂
点
な
ど

が
主
で
、
こ
の
他
に
平
・
丸
瓦
は
セ
メ
ソ
ト
袋
で
５
６
.
０
８
０
＾
を
保
管
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
う
ち
完
形
を
存
す
る
も
の
は
全
体
の
約
５
％
で
、
細
片
に
い
た
る
ま
で

採
集
し
、
道
具
瓦
は
す
べ
て
拓
本
を
と
り
主
要
な
も
の
の
実
測
図
が
完
了
し
て
い

る
。
こ
の
中
に
刻
印
や
箆
描
銘
の
あ
る
瓦
３
６
９
点
、
緑
粕
を
施
し
た
も
の
1
6
点
、

三
彩
の
鬼
瓦
１
点
、
二
彩
・
三
彩
の
瓦
８
点
な
ど
が
含
ま
れ
て
い
る
。
瓦
類
は
現

在
約
ｗ
回
坪
の
倉
庫
を
占
有
し
て
い
る
。

　
坊
は
そ
の
形
が
方
形
、
長
方
形
な
ど
種
々
の
寸
法
の
も
の
が
あ
る
が
、
な
か
に

施
粕
坊
が
3
4
点
み
ら
れ
る
。

　
個
体
数
で
瓦
を
上
ま
わ
る
も
の
に
土
器
類
が
あ
る
。
土
師
器
５
０
｡
０
呂
点
、
須
恵

器
２
０
.
０
回
点
以
上
、
施
粕
陶
器
8
6
点
、
う
ち
墨
書
土
器
１
.
２
３
５
点
が
あ
り
、
こ
の

ほ
か
平
安
時
代
以
降
の
陶
磁
器
、
瓦
器
、
土
師
器
な
ど
ぶ
ふ
呂
点
以
上
み
ら
れ
る
。

平
城
宮
以
前
の
遺
物
と
し
て
も
弥
生
式
土
器
に
呂
点
、
古
墳
時
代
の
土
師
器
、

須
恵
器
臼
呂
点
を
検
出
し
て
い
る
。
ま
た
土
器
で
は
な
い
が
、
古
墳
時
代
の
埴
輪

（
家
・
楯
・
蓋
・
鶏
な
ど
を
含
む
）
い
回
点
、
陶
棺
１
点
な
ど
を
険
出
し
て
い
る
。
弥
　
５
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生
式
時
代
の
石
斧
・
石
鏃
な
ど
も
あ
る
。

　
木
製
品
の
中
で
も
っ
と
も
重
要
な
も
の
は
木
簡
で
あ
る
が
、
出
土
地
点
2
3
ケ
所

１
９
.
７
２
５
点
を
数
え
る
。
こ
の
う
ち
完
形
品
は
約
1
0
％
で
、
多
く
は
破
片
お
よ
び
削

り
く
ず
で
あ
る
。
そ
の
外
木
製
品
に
は
隼
人
楯
1
4
点
を
は
じ
め
什
器
・
工
具
・
農

具
・
食
器
・
祭
祀
用
具
な
ど
も
き
わ
め
て
種
類
に
富
ん
で
お
り
約
３
０
.
０
０
０
点
を
数

え
る
。
さ
ら
に
莫
大
な
量
の
各
種
加
工
痕
跡
の
み
ら
れ
る
木
材
・
薪
・
炭
を
は
じ

め
栗
・
桃
・
胡
桃
・
瓜
な
ど
の
食
品
や
樹
枝
・
葉
な
ど
の
植
物
遺
体
が
あ
る
。
建

築
部
材
も
各
種
見
ら
れ
る
が
、
柱
根
ｗ
同
点
、
木
樋
而
点
、
井
戸
枠
1
5
点
な
ど
が

そ
の
主
要
な
も
の
と
い
え
る
。

　
金
属
製
品
は
他
の
出
土
品
と
比
べ
て
き
わ
め
て
少
な
い
が
、
和
銅
開
称
｝
回
点

を
は
じ
め
留
に
点
の
皇
朝
十
二
銭
を
検
出
し
て
お
り
、
ほ
か
に
鈴
帯
金
具
・
飾
り
釘

・
鍵
な
ど
の
青
銅
製
品
・
鉄
釘
な
ど
が
8
0
点
み
ら
れ
る
。
こ
れ
ら
の
製
作
に
用
い

ら
れ
た
フ
イ
ゴ
の
口
Ｉ
ト
リ
ペ
・
鉄
滓
な
ど
も
３
ケ
所
か
ら
出
土
し
て
い
る
。

　
こ
の
よ
う
に
多
量
の
遺
物
が
出
土
し
、
多
く
の
資
料
が
生
み
出
さ
れ
つ
つ
あ
る

が
、
そ
れ
に
対
し
て
こ
れ
ら
・
を
研
究
す
る
た
め
の
余
祐
が
ま
っ
た
く
見
出
せ
な
い

の
が
現
況
で
あ
る
。
発
掘
は
中
断
す
る
こ
と
な
く
行
わ
れ
、
出
土
品
は
次
か
ら
次

ぎ
に
堆
積
す
る
一
方
で
、
最
小
限
の
発
掘
調
査
の
記
録
と
出
土
辿
物
の
保
管
処
置

に
迫
わ
れ
る
有
様
で
あ
る
。
今
後
は
こ
の
よ
う
な
資
料
を
い
か
に
研
究
し
、
歴
史

資
料
と
し
て
活
用
す
る
か
の
研
究
体
制
の
確
立
が
現
在
の
最
大
の
課
題
と
い
う
べ

き
で
あ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
坪
　
井
　
清
　
足
）
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